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曽
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年

九
ヵ
月
。
多
く
の
被
災
地
は
、
今

な
お
復
興
途
上
に
あ
る
。
震
災
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
厄
を
も
た
ら
し
た
が
、
震
災
後

の
大
き
な
変
化
の
ひ
と
つ
は
、被
災
地
か
ら

の
人
口
流
出
だ
ろ
う
。

　

政
府
の
人
口
動
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
三
年
三
月
時
点
で
、前
年
よ
り
人
口

が
減
っ
た
県
は
三
九
に
及
ぶ
。
う
ち
、減
少

率
が
高
か
っ
た
の
は
、
青
森
、秋
田
、
福
島

県
な
ど
で
、福
島
、岩
手
県
は
前
年
の
人
口

減
少
率
が
そ
れ
ぞ
れ
一
位
、二
位
だ
っ
た
。

放
射
能
汚
染
地
域
か
ら
の
避
難
が
続
い
て

い
る
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
の
は
、言
う

ま
で
も
な
い
。

　

た
だ
、こ
う
し
た
人
口
流
出
は
、被
災
地

が
復
興
す
れ
ば
、元
に
戻
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
そ
こ
に
は
、日
本
社
会
が
抱
え
る

「
人
口
減
少
」と「
人
口
移
動
」と
い
う
問
題

が
あ
る
。

　

多
く
の
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
、「
少
子
高

齢
化
」と
い
う
こ
と
ば
で
、子
ど
も
の
数
が

減
り
、高
齢
者
が
増
え
る「
成
熟
国
」の
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
き
た
。
だ
か
ら
、働
く
世

代
と
高
齢
層
の「
世
代
間
格
差
」の
解
消
を

目
指
す
政
策（
例
え
ば
、消
費
増
税
）に
、一

定
の
理
解
を
示
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う「
人
口

減
少
」を
横
か
ら
見
る
と
、都
市
と
地
方
の

格
差
拡
大
と
い
う
、
厳
し
い
現
実
が
見
え

て
く
る
。
地
域
特
有
の「
過
疎
化
」現
象
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
、そ
れ
ま
で
だ
が
、事
態

は
い
た
っ
て
深
刻
な
の
だ
。

　

政
府
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、二
〇
四
〇

年
以
降
、日
本
の
総
人
口
は
本
格
減
少
に

転
じ
る
が
、地
域
別
に
み
る
と
、地
方
の「
人

口
減
少
」は
す
で
に
第
二
、
第
三
段
階
に

入
っ
た
と
い
う
。
限
界
集
落
か
ら
人
は
消

え
、中
小
市
町
村
の
人
口
減
少
は
激
し
い
。

そ
し
て
、
地
方
人
口
の
減
少
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
の
が
、二
〇
〇
〇
年
以
降
の
大
都

市
圏
へ
の
人
口
移
動
で
あ
る
。

　

日
本
の
総
人
口
の
実
に
五
〇
％
以
上
を
、

東
京
、大
阪
、名
古
屋
の
三
大
都
市
圏
が
占

め
、
東
京
の
人
口
増
加（
二
〇
一
三
年
）は
、

数
、率
と
も
に
ト
ッ
プ

―
と
聞
く
と
、誰

も
が
驚
く
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
過
去
の
人
口
移
動
期
と
違
っ

て
、地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
移
動
は
、

簡
単
に
は
収
束
し
そ
う
に
な
い
。
地
方
に

若
者
を
と
ど
め
る
雇
用
や
地
域
経
済
が
十

分
育
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

地
方
の
雇
用
を
支
え
る
の
は
、農
漁
業
、

公
共
事
業
、地
場
産
業
な
ど
が
中
心
だ
が
、

こ
れ
ら
は「
人
口
減
少
」に
連
動
す
る
か
ら
、

先
行
き
明
る
い
と
は
言
え
な
い
。
現
在
、地

方
の
雇
用
減
少
を
食
い
止
め
て
い
る
医
療・

介
護
関
連
も
、い
ず
れ
地
域
の
高
齢
者
層

の
減
少
で
先
細
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、若
者
を
受
け
入
れ
る
大
都
市
は
、

今
や
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
良
好
な
環

境
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
。
非
正
規
雇
用

の
蔓
延
や
子
育
て
環
境
の
劣
化
な
ど
、
結

婚
し
て
も
子
ど
も
を
産
み
づ
ら
い
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
実
際
、
東
京
都
の
出
生
率

（
一・〇
九
）は
、全
国
平
均（
二
〇
一
二
年
、一・

四
一
）を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

　

若
者
の
人
口
流
出
は
、
子
ど
も
を
作
る

能
力
を
地
方
か
ら
奪
う
一
方
、都
会
で
は
、

な
か
な
か
子
ど
も
を
産
め
な
い
環
境
が
続

く
。
そ
の
こ
と
が
、日
本
の
総
人
口
減
少
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
。
若
者
の
人
口
移
動

は
、
人
口
減
少
の「
見
え
ざ
る
罠
」と
言
っ

て
も
よ
い
。

　

で
は
、地
方
か
ら
の
人
口
流
出
は
止
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
き
は
き
わ
め
て

暗
い
。
日
本
は
今
後
、
東
京
圏
な
ど
の
大

都
市
圏
に
人
口
が
集
中
し
、
限
ら
れ
た
地

域
に
人
も
経
済
も
集
積
す
る
い
び
つ
な
国

家
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
一
方

で
、
若
者
層
を
供
給
し
続
け
て
き
た
地
方

は
、徐
々
に
経
済
力
を
失
い
、や
が
て
消
滅

し
て
い
く
こ
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
、経

済
、国
土
政
策
な
ど
の
マ
ク
ロ
政
策
が
必
要

だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で

に
も
、
国
主
導
の
国
家
戦
略
は
さ
ま
ざ
ま

あ
っ
た
が
、地
方
の
人
口
を
支
え
る
だ
け
の

効
果
を
創
出
し
た
例
は
少
な
い
。

　

今
、政
府
は「
国
土
強
靭
化
」を
名
目
と

し
た
公
共
事
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
、地
方
へ

の
財
政
支
出
を
増
や
す
政
策
を
進
め
て
い

る
。
地
方
の「
雇
用
維
持
」を
狙
う
方
策
だ

が
、財
政
面
の
制
約
を
考
え
れ
ば
、一
時
的

な
弥
縫
策
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
人
口
減
少
」と
い
う
国
家
的
課
題
を
考

え
れ
ば
、「
地
方
再
生
」へ
の
取
り
組
み
は
、

ま
ず（
一
）地
方
が
主
役
に
な
っ
て
、（
二
）

「
人
」を
育
成
す
る
施
策
を
中
心
に
、（
三
）

都
市
と
地
方
が
連
携
し
た
経
済
や
雇
用
の

再
生

―
が
求
め
ら
れ
る
。

　

公
共
投
資
が
拡
大
し
て
も
、人
口
減
少

と
い
う「
危
機
」に
直
面
す
る
地
方
に
と
っ

て
、
真
の
恩
恵
は
決
し
て
及
ば
な
い
だ
ろ

う
。「
地
方
」分
権
型
の
国
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
だ
。
二
〇
二
〇
年
の
五
輪
招
致

は
な
ぜ
東
京
だ
っ
た
の
か
を
、こ
の
際
も
う

一
度
考
え
た
方
が
よ
い
。

地
方
が「
消
え
る
」

萩
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